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17-inch Color Picture Tube430AB22
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内 容 梗 概

21形カラー受像管21CYP22に引き続き全回産部品による17形カラー受像管430AB22の試作を完成し

た｡ガラスバルブ,シャドウマスクなどの国産化に際してほ程々の困難にそう過したが,これらの問題を一応

解決しさらに品質の改善を図りつつある｡

カラーテレビ放送も正式放送となった折から家庭用受像機に使用されるカラー受像管として今後の発展が大

いに矧待される｡

1.緒 口

筆者らほすでに21形カラー受像管21CYP22の試作および試験

結果について報告したが(1J,今回カラー受像管試作委員会により開

発された17形カラー受像管430AB22の全国産部品による試作を

完成したので以下報告したい｡⊃

430AB22はガラスバルブ,シャドウマスクなどを除いては,そ

の構造,原理,製造方法などほ21CYP22とほぼ同様であるので,

ここでは17形に特異な事柄を主として述べることとしたい｡

2.設計上の諸問題

21CYP22の場合にはすでにアメリカで開発された品位であり,ま

た部品もガラスノミルブ,シャドウマスクなど輸入部品をそのまま使

用したので構造寸法的にはそれらをすべて踏襲すればよかったが,

17形ではすべて新規に検討しなおす必要がある｡以下それらの問題

について若干考察してみたい｡

2.1概略仕様の決定

17形カラー受像管の概略の仕様についてはカラー受像管試作委員

会にて検討され,バルブほ白岩用17形70度のもの,電極は21CYP

22と同じものを使用することを前提として,シャドウマスク孔のピ

ッチは0.65mm孔級数約22万個とすることなどがミ欠められた｡シ

ャドウマスク孔のピッチについては特に明確な根拠はないが21形に

比し画面寸法が小さいため若干孔級数を減らしてもよいと瓜われる

こと,およびシャドウマスク製作上の閃難さを考慮して一一応このピ

ッチが決められた｡(参考までに21CYP22ではピッチ0･69mm,

孔総数約35万個となっている｡)

放火陽極竃虻ほバルブの某ミ化およびⅩ線放射の点を考ぼし,最大

20kVと起められた(｡これはまたイ丁効出血の大きさが21形に比較し

て約48%になっているため陽梅電J-一三を16kVで使用したとき21形

とほぼ同一の判るさとなるということも一つの州出であるr､陽侍電

址が21形に比してかなり低いため偏向電ノ+も相当節減できる利点が

ある(⊃

2.2 シャドウマスクの曲率

シャドウマスクの川‾】ヰ㍉こ侠1Lてほダイナミックデグルーピングの

劫火を撫祝し･た場榊こついてほRCA Reヽ7iew(2'にヰ)そのi設計法か

細介さかており次式で′jミされるしJ
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ち‡1lズ1ダイナミックデブルービングの袖山

リーフスプリング

テーパヒノン

フェースプレート

シ十ドゥマてク

第2lうくlシャドウマスクの保持ノノ拭

ここで 尽｢:フェースプレート内向仙率半行

凡,,:シャドウマスクi‾l･11率半径

♪:偏仙外し,シャドウマスク間1仙郷

甘:シャドウマスク,フェースプレート間郎射

しかし補+‾にレンズによりダイナミックデグルーピングの補正を行

う場合にほ(1)式により風花を決めることはむしろ不都合で画碑個

辺でのビームのデグルーピングを補正するため凡打′は(1)式で与え

られる他よりも火きくする必安がある∩すなわち第l図において偏

l一丁t+何における管州からビームまでのがfi離5がダイナミックデグルー

ピングにより実質的に5′まで人きくなっても射光佃l二でのトリオ小

心か仁)斧ビームトソト小心までの距離dが公と光tホ全†帥こわたりほほ

均一になるように凡几を決めることが必要である｡今l=l試作の430

AB22についてほこのような考えから17形バルブフェースプレー

ト内面の曲率の実測値冬†=630nlmを基準として計算した結果月仇

=640mmを求めこれによって試作を行った｡
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2.3 シャドウマスクの保持

シ1アドウマスクほフェースプレーへ付加こ仙U寸されるがi汁光i_如)

誠光璃巾を行うため着脱が比較的再易であること,またいったん装

着すれば確実安延に伽柑されること,しかも捌妃を仙吐1操返しても

フェースプレートに対するマスクの†､上位の‡り:現仰が絶大に似たれる

ことが必要である一｡21CYP22でほ策2図に示すようなバルブl勺何

に設けたテーパーピソおよびマスクフレームに収付けられたリーフ

スプリングを1250,1250,11()1間隔に円山芦王することによりこのl‾i

的を.達しているリ

430AB22の場合もこれとト勺様の力法により快打するのがよいと

′1且われるが角形バルブであるため21CYP22とまったく同様の方法

を採用することはできない1二,テーパーピソの収什位置についてほカ

ラー受像管試作委出会におし､ても托々の力注が松案され,たとえば

弟3図(a)(b)(c)のようなものがある｡しかし舞3図(a)のノノ臼ミ

は上‾卜〟い勺のマスクの保持が椎災でなく,またピンにかかる止こノ+が

非常に人きくバルブがクラックしやすいという火山がある,_.(b)〝〕

‾ノブ法はマスクの似三長の止でほ浪も州赴けこユ狂いノノ法であるがピソをバ

ルブの何のr■f汚分に帥込むためピンの肺込みが非常にlイ朋誰となる‥

(c)の力法ほピソ叫i【-1:込みほ比較｢l(作手助であるか∠1山々柑であるた

め二I二作机雌i･よ非一捌こ√小′､ものを払拭され捌如)際叫､川'亡の‥脱什

なうることがむずかしいり これらの綿々¢_)域r｢にりいてビンに∫設け

る止こノJを計算lノた紙リミ第4図のようにピントヒi乱川卜とも触=i仙ミなくこノ左

起性,内規性もよいことがオ_)かり(3',リミ験の結火も良如二であること

が確認された｡このピソ付‾琵到よマスクの装着に際して上7■を況｢･小㌻

るおそれもなく好都合である｡したがって臥√占われわれは第4図の

方法を採用している｡
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2.4 バ ル ブ

21CYP22の場合ほl以触電ほで251くⅤ仙川されるためソ⊥-スソ

レートにほ盟化防止用ガラスを他用L,コーンにほⅩ縦臥Lヒ川ガラ

スを仙川している〔】またフェースプレートほ排気山一外上=こより変形

し蛍光咄シャドウマスク問々隔が変動し色ずれを当ミずることがない

よう 卜分枚化温度の高いものが使用される｡

一ノノ430AB22については前述のように白土ヨ真用バルブをそのまま

流用したに過ぎぬものなので若干間越があるく1まずガラスのさ一法化お

よぴⅩ組の放射についてほさきに述べたように陽極電圧を16～20

kV まで‾‾卜げることができるので一応問題ほないといえる｡しかし

シャドウマスク杉カラー受像管の明るさが砥いという火山を陽極冠

什を上げることによって斬決しようとすれほふたたび間辿如こなるこ

とであり将束とも検討すべき間過と考えられるしノ次にバルブの軟化

止についてほ仁りさ､‡用としてほ全然問題にならぬ程度のわずかの_変形

もカラー用としてほ故命的な欠l;れうとなる｡つ初期の試作バルブではか

なり変形のほなほだしいものもあったが始近のものについてi･･ま和当

の政一占;がナナわれ,--･ほこ仙恥こ耐えるものがfしiられるようになった｡

しかし排左く温度を1-･分上げられるようにもう--▲段のルトを柑jf涼して

いる｢.

次の形月ノぴ)瓜についてもこのバルブは半州ガラスによる接恭一を千

仏して作られたものではなく,/勺形であるた捌こ此度n勺にも山∴王二‡ブ

ラウン管に比しで完全とほいいがたい止が見受けられ,また21CYP

22のように･)iノ川lガラスをほがして/ミルブを杓■ヨ‾ミすることも非常にl木l

う堆である〔,

/くルブについてほ以上のように一止こ完成したとほいえ今後に残さ

れた多くの††-り越があトレミルブメーカーの協ソJ未刊て攻良につと〆)て

いる斗尺態である√､

2.5 補正 レ ン ズ

シャドウマスクl‖トトく(ノ)什亡､も述べたように,帥小二レン人心工桝こ仙

J小ll心の仲仙ノJ■い1Jの移動を抑止するため/ごけでほなくダイナミック

デグルーピングについても卜分に抑止するものでなけれほならな

い､-.ダイナミックデブルービングの鮒止については非対称レンズを

仙川する小り,あるいほ対称レンズをJ■-:l竹iけることに√ト,てイ)‖J

能である`5"{】.,21CYP22にりいてけ卜亡にこのようなノノ拭かとL､ノ

′れているが′㌻いり.村′ド〝)43()AIう22に/一八､ても川様の恥卜をf八､灯泉■i
火をうることができた｡ヰい430AIう22と21CYP22とはノ嵐柳挿

う占‾くJl法ほまったく川じであり,またバルブの愉■√-川り望も川じ‾ごある

のでレンズほ川一のものを川一のノブ法で仙川することができ好椰汁

である｡
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第6図 柄+とをl小ナたときの仙磁如こよるビームのずれ

2.る 地磁気の影響

力ラー受像管に及ぼす地磁気の影響は430AB22ばかりでなく

21CYP22についても同様のことが起るわけであるがかなり吏要な

間越でもあるので,ここでその影響および対策について考えてみた

い｡

舞5図において地磁気の磁火が紙血に直角に走っているとき電子

ビームほ円弧を描きその半径月ほ次式で表わされる｡

月=箪袈 ‥(3)

ここで 月:電子ビーム軌道半径(mm)

Ⅴ:受像管陽極電比(Ⅴ)

β:地磁気の磁束密度(Gauss)

その結果蛍光面上でほ地磁気がない場合に比較して桝 だけのミ

スランディソグを生じ

椚二__タグ白月
(4)

で表わされる｡

さてわが国における地磁気の諸定数は弟1表のとおりで_L式によ

りビームがどのようにずれるかを計算してみると次のようになる｡

なおここでほシャドウマスクあるいは外部磁妄くシールドなどのシー

ルド効巣は一応無視し,また陽極電圧は430AB22でほ18kV,

21CYP22では22kVとして計算した｡

(1)垂直分力によるもの(両面全面)【 受像管の力何に関係な

くビームほ虫そ光休ドットに対して左側にずれる｡

430AB22 〝i二0.116(1T1111)

21CYI)22 m=0.183(mlTl)

(2)水平分ノJによるもの(画i由全佃)【 受像管東向きではビー

ムほ公七光体ドットに対して‾卜側にずれる｡西向きでは上側にずれ

る｡

430AB22 ナ托二0.100(nュ111)

21CYP22 刑=0.157(nllTl)

(3)水平分ソ+によるもの(画商周辺部)-受像管而11小ナ,北い′り

けのときずれるもので蛍光体ドットに対するビームのずれは第d

図に′Jこすような方向となる｡i仰向目1火でほずれほなく偏卜1+frj蛭を

増すに従ってずれほ人きくなる｡什側に35膣偏向したノ∴-こで計算し

てみると

430AB22

21CYP22

桝=0.057(mlll)

桝=0.n9()(mlTl)

となる‥

以卜のずれを公告光休ドットの人きさ(43()AB22でほ().4()111川,

21CYP22でほ0.43mI11)と比較Lてみるとかなり大きな星で完

乍なビュリティをうるためにほこれらを十分補正することが必要

である｡

(1)の垂直分力によるずれほビュリティマグネットによっても

補正可能であるが,北半球にあってはいつも同じ方向にずれるも

のであり蛍光体露光塗布の際の光源の位置を第5匡】A点で示すよ

評 論 第42巻 第11号

うな位掛こ移すことにより補正叫能であり,すでにこのような補

正が災際に行われている｡次に(2)の水上】上分ノJによるものは方い′り

により変化するものなので,受像機を設i匡王した際にビュリティマ

グネットにより調整を取り直す以外にカ法ほない｡最後に(3)の

IL和白周辺のずれほビュリティマグネットによっても調整不石J能の

もので,受像管の外部磁気シールドを完全にすること,およびイ

コライジングマグネットにより局部的に補正する以外に方法はな

いわけで,カラー受像管の使用に当ってはできるだけ完全な磁気

シールドを施すことが望ましい｡

2.7 電 子 銃

430AB22に使用する電子銃は21CYP22に使用されるものとま

ったく同じものであるので特に間越はない｡ただコンバージェンス

の改善および偏向電力の減少を目的としてナロー電子銃すなわち3

本の電子ビーム間隔を約30%狭くした構造のものをカラー受像管試

作委員会において試作中なので,この瓜については今後もさらに検

討を続けたい｡

3.製作上の諸問題

430AB22を製作上の向からみた場合にも本質的にほ21CYP22

と変わらないわけであるが,従来と異なりすべて匝=整部品により製

作する必要があるため,その部品の製作について阪本的に検討する

必要がある｡

3.1 バ ル ブ

前述のとおり17形70度｢†盟用バルブを流用しシャドウマスク保持

用のピソの柚込みを行う｡このピンはシャドウマスクとフェースプ

レート内山の距離を決める規準となるものなので正確に位置を決め

る必要があるとともに,外部衝撃があった場合にもシャドウウスク

を十分保持できるような強度を有するものでなければならない｡

またフェースプレートl勺何形状もマスク･斬光面間距離に直接関

係するので止催に成形されていることが必要であり,また排気工和

で40()OC前後の高温において1気圧の外圧がかかった場合にも十分

変蜘こ耐えるようなものでなければならない｡

初別の試作品においてはピソが脱落したり,フェースプレート内

仙捗可人が排気中に変形し色ずれをさ_i三ずるものもみられたが,現在で

ほピソの植込み,ガラス材質など漸次改良が加えられ,ほぼ満足す

べきものが得られるようになった｡これらバルブの改良および試作

についてほすべて/ミルブメーカーである旭旦特殊硝子株式会社におい

て行われたのでその詳細については省略したい｡

3.2 シャドウマスク

シャドウマスク製作上問題になる点はプレスにより正確に所定の

曲率に整形すること,およびむらのない均一･なマスク面をうること

である｡

マスクI11ゆ曲率ほフ∴-スプレート】勺両形状とともにマスク･蛍

光何問『ri雌に直接関係するものなので正確に整形することが必要で

ある‥ これほプレス形の調整,素材および素材処理の検討を行うこ

とにより,また適当な熔接治臭および曲率測定治具の使用により満

足す/､-こき精度のものをうることができるようになった｡

-･カマスクのむらはマスク孔径のわずかの変動によりその部分の

通過ヰミが変りこれが明暗のむらとして感ぜられるものである｡マス

ク孔径変動の絶対値がかなり大きい場合でもこれが画面全体にわた

りゆるやかに変化している場合にほむらとしてあまり明確に認めら

れぬが,孔径変動の絶対値ほ小さくともこれが不規則にしかも階段

的に急に変化している場合にほこれがほなほだしいむらとして認め

られる｡この孔径むらの原田として考えられるものにほ原板の材

質,板厚のむら,マスクパターンのむら,エッチソグ処理のむら,

プレスの際の不均一なのび,黒化処理のむらなどがあげられる｡こ
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打‡1()周 2iCYP22と比較した4:う()A1122の州巾仲川】ヰミ

のうちプレスの不均一のびについてほプレス作‾某l■l身ばかF)でなく

プレス前のJ広板の処即すなわちアニール方法,ロールのかけカなと

によっても大きく/,ミイiされることが認められているしノ

さてこれら講工剰ノ利こつき穐々検討対策を重ねた結果,浪近に令i)

桁段に品質を攻発することができ輸入マスクに匹敵する品質のもの

を作ることができるようになったし,さらに攻三善を行いつつあるので

今後ほさらに良いものができる沌込みである｡なお今山iの試作に使

用したシャドウマスクほエッチングによる孔あけ加:r二までを大日本

フォトメカニカル株式会社にて行い,以後の工程を日立製作所にお

いて行/)たものである｡第7図は完成したシャドウマスクの外観を

示す｡

わ′チ7】可frIノ抒シャドウ■7スク

1215

第9｢実1430AB22 外 観

3.3 そ の 他

以卜のように部品さえ完成すれば以後の二'l_二程

は21CYP22とほぼ同様の操r即こより製作す

ることができる｡】賦光面の露光においても

430AB22ほ21CYP22と同じ電子銃を使用し

ており偏向ヨークも川一のものを他用するよう

設計されているので補ニー‾トレソズなどもまったく

川 -のものが使用できただフェースプレートの

保持トンニ揖の才‡千の調轄を子‾‾J二えばよい`
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節3 グリ ッド`了立正

第2 グリ ッド屯旺

第1グリ ッドーtE旺

院 蛎 `■は 圧

430AB22

70('

丁■勺形グレープエー--ス
lソト 蛍 光 甘兵

545±10mnっ

422± 3mm

50.8=ヒ1.6mm

6.3V l.8A

20,000V

4,800V

600V

-400V

18,000V

2,740～3,810V

200V

一50ノ～-105V

21CYI)22

700

丸形グレーーフエー-ス

lット_蛍光帳

636±10mm

529=ヒ3mm

50.8±1.6mm

6.3V l.8A

25,000V

6,000V

600V

-400V

22,000V

3,700～4,400V

200V

-50′～-105V

第3表 430AB22と21CYP22の構造的な比較

全 長

重 旦I▲

フ ェ

ースプレ ート

有 効 画 面

シャドウてスタ孔総数

偏 l】 角

ー79-

430AB22

545mm

約8kg

角 形

272×353mm以+二

約22万佃

70⊃

21CYP22

6361丑m

約16.5kg

九 形

394×489mm以上

約35ガ佃

700
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測定傑作

亡ム

[ 寸法

イLヌJ月βノブ

亡?/什仁)_'

♂湖ZZ

/淋〆

ご♂♂レ

日 立

/′ノソ ∠'/ノ ご7`′ノム'〟β♂〝〟

一九ソトニイ■7カ､ら･′〕卜■ライフ電圧(し′)

才rll】¥l′13()AB22のドライナ.引l二と川jるさのlうヒJ係

フリットシール,1八川二,排忘ミの‾1二柁においても=才!～二l二の7タッチ_メ

ソトを川志することにより,ほとんど21CYP22別の装;Fほ;利用て

きる｡,これらの謙抑こついてはすでに報;Tiザみなのでここでは省略

したい..

4.430AB22の諸特性

以卜のようにLて作られた17形カラー′芝像符430AB22のこ糾･州三

のあらましについて述べたい.

4.】外 形 寸 法

まずタト形､J‾拭ほ弟8図のようなもので第9図(･上その外税るンJミす.

4.2 定 格

次に430AB22の概略芯附よ第2表のとおりである 参‾ィ号まで

に21CYP22の鑓桁も仇-㌻Jした.

4.3 430AB22の特長

第2表以外の特性について430AB22の特長を21CYP22と比較

してみよう｡

(1)機械的構造

弟3表ほ構造上の比較を示すし.食ぶにおいてほ90mmの短桁,

重量でほ約8.5kgの軽減がなさJtている｡なお送像両面に対する

受像管両而の大きさの比率ほ第10図のようなもので,角形帥IrIl

をもつ430AB22のほうがほるかによい利用ヰくをもっている.

(2)桝かるさ

第】l図に桝るさの実測例を′Jミす.｡l場梅電任16kVにおいて

21CYP22と何等の判るさが柑られ,陽極電上j‾三18kVとすればほ

るかに判るい画像が子皆られることがわかる._.

(3)桝 像 蛙

実測例ほ第12図のとおりで21CYP22に比較すると那十手計ら

るようである｡.これはシャドウマスク孔総数が約写七になっている

ことに主吼ペがあるが,実際には向山の大きさが托桁されている

ため劣化ほさほど鵬常には認めらj‾しずほとんど気にならぬ程度で

ある｡
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制定焦件

fと､g=～〟〝

インデアンパタ｢ンを

‾1スタ幅′セノ7庄吉ミ盲
して別丘

.t･仰
J此〃 /j〟 ZJ〟♂

一主力リ‾卜■貫流(〟月ノ
(各巴電流比は斤:仁二β=J二J:2)

筍12l実14ニiりAB22附像壮り三測例

(4)仰山′l‾に力

430Afミ22ほ陽汁軒別ヒ181くⅤくらいで他用しても21CYP22を

22kVで仙i=ノたときよりもむしろ別るい向像をうることができ

るり したがって如Iflに質する電ノ+もまた高圧電源の拝見もともに

約80ア;に馴r屯できるので水ヤ仙仙=l路の盲設計をかなり楽にするこ

とができる.

5.結 口

以上17形カラー受像管430AIi22のあらましについて述べた｡

430AB22はすでに二溝在体て帥こ人F)つつあるとはいえ,開発されて

からまだ口も浅く今後の改良に待つべき瓜も多々残されている｡た

とえばシャドウマスクの品質の札ヒ,拐ミ価の低減,ナローガンによ

る柑件の改善,バルブ[追究の向上など今後検討すべき問題として残

されており,われわれもこれらの点に閲しさらに研究を進めつつあ

る..

カラーテレビ放送も9月よりiE式放送とな(た折から全国東部品

による17形カラー受像符430AB22は一般家庭用カラー受像機に好

適のものであり今後の発展を大いに期待している｡

終りに本試作研究にあたりご指導,ご助言をいただいたNHK技

術研究所U_1下部長,川旧劇酋5長をはじめカラー受像管試作委員会の

各委員のかたがた,シャドウマスクの製作にあたられた大日本フォ

トメカニカル株式会社片‥1社長,古関氏,およびガラスバルブの製

作にあたられた旭特殊硝子株式会社市村氏に多大の謝意を表する次

第である(〕

1

2

3

4

5

6
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